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向日市駅前のタワーマンション完成イメージ
図にびっくり
向日市のJR向日町駅前で、京都府内最高層となるタワーマ
ンションプロジェクトが進行中。名称は「J.GRAN TOWER（ジェ
イグランタワー）京都向日町」。JR西日本不動産開発と三井

不動産レジデンシャルによる、駅東口の再開発事業の中核
となる超高層マンションだ。京都府では初めてのタワーマン
ション（タワマン）である。

＜解説＞京都市内では建物の高さ規制が厳しく、タワーマ
ンションは建てられない。今回京都府内で初めてのタワー
マンション建設計画が進んでいる。規模・構造:は、地上38
階建て、高さ約128m。京都府内で最も高いタワーマンショ
ンとなる。総戸数: 343戸で、間取りは2LDK〜4LDKになる予
定だ。なお、販売価格未定とのこと。アクセスとしては、JR

「向日町」駅に直結（新設される東口・東西自由通路経由）
となる。建設スケジュールとして公表されているのは、竣工

予定:が2028年7月下旬、入居開始予定:が2028年9月下旬だ。
周辺開発:として５階建ての駅ビル（商業施設・オフィス）も併設
予定。戸数が343戸ということは、約1000人の住人が居住するこ

とになり、ひとつの大きな街ができたのと同じ規模になる。京都
市内はもとより、京都府内でも初めてのタワーマンションで、そ
の影響などは未知数だ。首都圏はじめ大阪駅、大阪市内でもタ
ワマンは林立しているが、一気に住人が増えるので周囲の生活
環境に及ぼす影響は大きい。買い物、交通、学校、医療機関、
スーパーなど多くの生活に密接した施設との関連もでてくる。今

回はJR駅直結だが、車での出入りも多いはずだ。駐車場問題、宅配便、ゴ

ミ処理、日常のメンテナンスなどの生活面のサポートも重要になる。京都市
内でのタワマンの建設は今後もないと思えるが、京都市内から少し離れた
近郊でのタワマンの建設は可能性は高い。向日市、長岡京市、宇治市、城
陽市、八幡市など京都、大阪とアクセスの良い立地でのタワマンの建設が
進むだろう。今回も話題になったのは、完成図のイメージ。京都駅から眺め
れば、東寺の塔の高さ（約70メートル）をはるかに凌ぐ高さの建物が西の方

角にそびえたつ絵が、なんともいえない。京都駅近辺では、京都タワーがで
きた時に、大いに物議をかもした。不釣り合いとの意見が当時は圧倒的に
多かった。見慣れてみればどうということはないが、今回タワマンが建設さ
れた場合、景観がどうなるのか気にかかる。今後も京都市内近郊でのタワ
マンの建設計画はいくつか俎上に上っている。今回のプロジェクトがどうな
るか、注目の的だ。
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